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1．  目 的 

 大阪府では拡大するニホンジカ（以下、シカ）の被害に対処するため、特定鳥獣保護

管理計画制度により大阪府シカ保護管理計画を策定し、有害鳥獣捕獲の実施や防鹿柵の

設置、生息環境の整備等の被害対策に努めてきた。しかしながら、依然として農林業被

害は許容水準に収束していないことから、引き続き計画 (第２期 )を策定し、総合的なシ

カ対策を講じている。同計画において、科学的知見に基づく捕獲、防除、生息地管理の

適正化の必要性が示されている。本研究では、捕獲、防除、生息地管理の適正化を図る

目的で野生のシカの行動パターンを GPS 調査で把握したので、その結果を報告する。  

 

2．  方 法 

 野生のシカを捕獲し、首輪型 GPS 受信機（以下 GPS 首輪）を装着し、１から３時間

毎に位置情報を取得した。 

 調査期間は数ヶ月から１年に設定した。 

 調査期間終了時に GPS 首輪を自動脱落装置か遠隔操作で脱落させて回収し、位置情

報に関するデータを抽出した。得られたデータを図化し、行動パターンを解析した。  

 

3．  結果および考察 

 耕地やその周辺の草地を餌場として利用するメスジカは明確な日周行動を取り、深夜

に餌場に出現した。行動圏は幅１km 程度であった。夕刻や早朝の人間活動のまばらな

時間帯はシカは餌場近くの緩やかな傾斜地に滞在する傾向を示した。  

 耕地周辺を餌場として利用するオスジカはメス同様夜間に餌場に出現した。日中は森

林を利用し、その行動圏は数 km におよんだ。また、1 才のオスジカで初夏に 10km 以

上の大移動が見られたが、これは母親の群れからの独立の可能性が指摘できる。定着後

は再び日周行動を示した (右図 )。  

 森林内を餌場とするシカは、オスメスとも移動

と定着を繰り返す行動パターンを持ち、時間帯によ

る行動パターンの変化はほとんど認められなか

った。行動圏の全体は径３～５km 程度と考えら

れる。オスの移動範囲はメスよりも広かった。  

 メスと比較してオスの行動圏は広く、遺伝的交

流は主にオスにより促進されると考えられる。  

 以上の結果から、平坦地を含む 1km 以上の森

林域を後背地にもつ農耕地で、シカによる被害が発生しやすいと考えられる。また、シ

カが日周行動を示すのは人間活動に応じたものであるので、昼間に人の姿が見られない

農耕地では昼にも防除を実施する必要がある。農業被害を低減させる目的で行う捕獲は、

被害地から 1km 程度以内で実施しないと有効性が低いことが示唆された。  




